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  居住の安定確保を掲げる居住政策のもと、住民同士の

居住支援福祉活動は重要である。全国の社会福祉協議

会主導で行われている「ふれあい・いきいきサロン」は、 

居住政策の面からも、また福祉政策においても、今後いっ

そうの定着と浸透が求められる。 本研究は、既研究にお

いてそのコミュニティとしての価値を明らかにしたサロン活

動の、包括性、持続性に注目し、それらを備え得るしくみ

や方策を提案することを目的に、10年前に調査したサロン

のその後の追跡調査と、モデルに選定した学区における

検証調査を実施した。 

   多数のサロンが開かれている調査対象学区では、サロ

ン連絡会によって各サロンの活動や地域の高齢者情報が

共有されるともに、サロンを見守る学区福祉委員や民生

委員らとともに、サロンを介したネットワークの構築が確認

され、高齢者を支えるコミュニティモデルに成りえると評価

した。 
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